
第
七
十
条
第
一
項
中
「
、
認
可
」
の
下
に
「
、
登
録
、
変
更
登
録
」
を
加
え
、
同
項
の
表
前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲

げ
る
事
項
（
自
然
公
園
法
第
十
条
第
六
項
の
認
可
又
は
同
法
第
二
十
条
第
三
項
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
（
電
気
事
業
法

第
二
条
の
二
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
五
の
登
録

又
は
同
法
第
二
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
七

条
の
十
九
第
一
項
の
変
更
登
録
に
係
る
も
の
に
限

る
。）

同
法
第
二
条
の
二
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
五
の
登

録
又
は
同
法
第
二
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
七

条
の
十
九
第
一
項
の
変
更
登
録

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
情
報
の
提
供
等
）

第
四
十
八
条
の
十
八

国
、
福
島
県
及
び
避
難
指
示
・
解
除
区
域
市
町
村
は
、
推
進
法
人
に
対
し
、
そ
の
業
務
の
実
施

に
関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
又
は
指
導
若
し
く
は
助
言
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
四
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年

法
律
第
百
十
号
）」を
「
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
中
「
促
進
」
の
下
に
「
、
い
じ
め
の
防
止
の
た
め
の
対
策
の
実
施
」
を
加
え
る
。

第
六
十
一
条
第
三
項
中
「
第
九
十
七
条
た
だ
し
書
」
を
「
第
百
二
条
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「
以
下
」

の
下
に
「
こ
の
節
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
中「（
当
該
行
政
機
関
が
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
行
政
機
関
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
六
十
九
条
第
一
項
第
五
号
中
「
第
九
条
第
二
項
、
第
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
」
を
「
第
二
条

の
二
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
五
の
登
録
、
同
法
第
二
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
九
第
一
項
の
変

更
登
録
又
は
同
法
第
二
条
の
六
第
四
項
、
第
九
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
の
十
九
第
四
項
、
第
二
十
七
条
の
二
十
七
第

三
項
若
し
く
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
五
号
中「
第
九
条
第
二
項
又
は
第
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」

を
「
第
二
条
の
六
第
四
項
、
第
九
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
の
十
九
第
四
項
又
は
第
二
十
七
条
の
二
十
七
第
三
項
」
に

改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
電
気
事
業
法
」
の
下
に
「
第
二
条
の
二
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
五
の
登
録
、
同
法
第
二

条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
九
第
一
項
の
変
更
登
録
又
は
同
法
」
を
加
え
る
。

第
七
十
条
第
三
項
中
「
第
九
条
第
二
項
又
は
第
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を「
第
二
条
の
六
第
四
項
、

第
九
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
の
十
九
第
四
項
又
は
第
二
十
七
条
の
二
十
七
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
商
品
の
販
売
等
の
不
振
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
等
の
措
置
）

第
七
十
八
条
の
二

国
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
有
無
又
は
そ
の
状
況
が
正
し
く
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

起
因
し
て
福
島
で
生
産
さ
れ
た
商
品
の
販
売
等
の
不
振
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
不
振
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
調
査
を
行
い
、
当
該
調
査
に
基
づ
き
、
当
該
商
品
の
販
売
等
を
行
う
者
に
対
し
、
指
導
、
助
言
そ
の

他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
条
中
「
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
」
を
「
正
し
く
認
識
さ
れ
て
い
な
い
」
に
改
め
る
。

（
人
事
院
規
則
へ
の
委
任
）

第
四
十
八
条
の
十
二

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
機
構
に
お
い
て
国
の
職
員
が
特
定
業
務
を
行
う
た
め
の
派

遣
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
。

（
機
構
の
役
員
及
び
職
員
の
地
位
）

第
四
十
八
条
の
十
三

機
構
の
役
員
及
び
職
員
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
そ
の
他
の
罰
則
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す
る
職
員
と
み
な
す
。

第
五
節

帰
還
環
境
整
備
推
進
法
人

（
帰
還
環
境
整
備
推
進
法
人
の
指
定
）

第
四
十
八
条
の
十
四

避
難
指
示
・
解
除
区
域
市
町
村
の
長
は
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
又
は
帰
還
環
境
整

備
の
推
進
を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
会
社
で
あ
っ
て
、
次
条
に
規
定
す
る
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
帰
還
環
境
整
備
推
進
法
人
（
以
下「
推
進
法
人
」

と
い
う
。）と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

避
難
指
示
・
解
除
区
域
市
町
村
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
推
進
法
人
の
名
称
、

住
所
及
び
事
務
所
の
所
在
地
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

推
進
法
人
は
、
そ
の
名
称
、
住
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の

旨
を
避
難
指
示
・
解
除
区
域
市
町
村
の
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

避
難
指
示
・
解
除
区
域
市
町
村
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項

を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
推
進
法
人
の
業
務
）

第
四
十
八
条
の
十
五

推
進
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

帰
還
環
境
整
備
に
関
す
る
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
情
報
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

二

次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
こ
と
又
は
当
該
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

イ

避
難
解
除
等
区
域
復
興
再
生
計
画
に
第
七
条
第
二
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
定
め

ら
れ
た
事
業

ロ

認
定
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
に
第
十
七
条
の
二
第
二
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
と
し
て
記
載
さ
れ
た
事
業

ハ

帰
還
環
境
整
備
事
業
計
画
に
第
三
十
三
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
記
載
さ
れ
た

事
業

三

前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
に
有
効
に
利
用
で
き
る
土
地
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
取
得
、
管
理
及
び

譲
渡
を
行
う
こ
と
。

四

避
難
指
示
区
域
か
ら
避
難
し
て
い
る
者
か
ら
の
委
託
に
基
づ
き
、
そ
の
者
が
所
有
す
る
当
該
避
難
指
示
区
域
内

の
土
地
又
は
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
管
理
を
行
う
こ
と
。

五

帰
還
環
境
整
備
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
。

六

帰
還
環
境
整
備
の
推
進
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
帰
還
環
境
整
備
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
業
務
を
行
う
こ
と
。

（
推
進
法
人
の
業
務
に
係
る
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）

第
四
十
八
条
の
十
六

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項

の
規
定
は
、
推
進
法
人
に
対
し
、
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
（
同
条
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
の
う

ち
公
共
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
用
に
供
さ
せ
る
た
め
に
同
項
に
規
定
す
る
土
地
を
有

償
で
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
監
督
等
）

第
四
十
八
条
の
十
七

避
難
指
示
・
解
除
区
域
市
町
村
の
長
は
、
第
四
十
八
条
の
十
五
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
適
正
か

つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
推
進
法
人
に
対
し
、
そ
の
業
務
に
関
し
報
告
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

避
難
指
示
・
解
除
区
域
市
町
村
の
長
は
、
推
進
法
人
が
第
四
十
八
条
の
十
五
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
適
正
か
つ
確

実
に
実
施
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
推
進
法
人
に
対
し
、
そ
の
業
務
の
運
営
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を

講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

避
難
指
示
・
解
除
区
域
市
町
村
の
長
は
、
推
進
法
人
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
第
四
十

八
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

４

避
難
指
示
・
解
除
区
域
市
町
村
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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